



























よる判定法を考え直す必要が生 じる【2】｡ しかし､日本の天文学者達の大 きな貢献 もあっ
て､恒星系の熱力学においては､その熱力学的安定性判定に対 して従来の方法に本質的な
変更を加える必要はなく､負の比熱に伴って生じる熟重力的カタス トロ17イーもこの枠組
みの中で正 しく理解 されるに至っている【3】｡ また､単体のブラックホールの安定性に関

































滑 らかな曲線で､分岐等 も生 じない場合だけを考える)｡そこで､共痩変数をこの関数関
係か ら解放 して くわ とiX,･)を共に独立変数とみなし､それらの変数を用いて書 き直 し
たlマシュー関数をF(x`1,.(X,･))で表すと､これは非平衡状態に対 しても定義された熱力




























るが､水平勾配 (例えば図 1(a)のQ点)では土∞ を適 って符号を変える｡このうち後者
が安定性の変化と無関係であることは､固有値入の逆数がマシュー関数 Fの 3;に関する2
階微分であることから明かである｡ すなわち､後者の場合この微係数がゼロを通って符号
を変える｡ これは､マシュー関数の変曲点に対応 している｡これらのことは､図 1(a)杏









在 しないので･これ以外に安定性の変化は生 じないo図 1(ち)には独立変数の関数.として
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